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　目的　上獣り駈り捧兪卸の形態ヽtJ，上阪還動に伴い郵と｣レ易< , iな肢島いり!わ力
u蓬しにくい部位を含むた九季西K槐維び理論的な袖ム曲隷la得ら几バレ･。fバ゛

私達l^，上肋却と肩の篠蚕卵位を簡単な釦財｀迦㈲ゼ:, コッピエーフを肌ヽ卜班時唱

叫
　吉永柏を上瀞に楕同弘,ﾉ回転・い7 錆旧狂11 , 袖付平面じ切断しr;£デ伺嗜i-,

こ<7)£デ｀ルの募略図を描く独自のﾌ・ロダラ^を作成ヒこれを徊の型闘/t Iた。?のﾌﾟﾛ

ｸﾞ｀ラムヽで｀は少ない疲数を入力す丿-:'穴｀柏ふ曲線を描＼1iよう匹廓付紐幅，駆巾艮厚径

前後方匈へ剛吸さPi度(戸),袖付平面の切鮮角度(＆)。のぶ嗅目を変数けた。

　戊によ肢およ副本幹部ｸ)社則を行い, 主成分分仰拡を用いで上練断面形態,のヤ簸りお

た。リ)/か類に茎いで上奏抑釘冊熊,の異なトなる必被験着を抽出レP C 9Sタ/にＪり作攻

I 廿紅着用支験を行パ匹it'.　んわぐ^直俸傑取り涌れ比較すげ訥に，上廊卸｀

ら肩,りうでの石庫型を採取レm吋暇べ腕～妬本隊の平面履開を行い，ぐの型玖で

も着町実験k'↑つ代。着町実験に用いr;袖は，側希西皮μ）ぐio° U･よむxヽ回車i､m卸分で'

両度(;り賓なる乙っμ由ム曲線を猿続り心裡を加汀乱殖びあい

　栖果今回絢'F ( r-ﾌﾟto7'ツム,を用いで屈いた袖ば，ja膏を平面展剛Iた柚よ'j,拍ふ
州凱，いぜこみ量だ少いヽバh，まh^用実験の柿果-, 袖軸の側方への痢さ両度1}<'/卜
bo゜必軸ふ曲線を回転面ぐ拓地リ,コンビ≒- ダによふ袖（外観亀黄能面,･ヽり憂れ
ており.十分被服ヒ{ ip團r健い考えられら

B 96 　　　　　　平面艇図去における形態因子
一一胴部草型のサイドラインとなる追試倅表面展開図一一一
　　　　　　　県立新男女短尺〇平沢和子　丸妻女子大磯田嬉

目的　　ぞ廓製図法､こぷリ. 補正を前提としない鯛部原型の製作を､目的とする。

平面製図に払ヽで必曹そ可決な計測項目及ぴ酎測値の通用り

ょる近似非表面晨開図色求:めること色試みた。こ・展開図lｴ. 動作■ 打料のちがい・感覚

1･¶7々バラy入庫のrこめのゆひﾉ-fを切り碓し. 形鯵因恥二起回ずろ構造線の変化をあらわ

し犯ものであゐ。しrﾆｶりて. 通かほを客観的､'^検紅ず^こと｡や胴邪の俸型の寞條を観原

するこ1ﾆがて'き、@的別に無図したゆとり量を付手ず否こい・可能である。

方斌　疹表面濃開図の崔直線・ﾌK平繰をそれぞ名前彼正､中線、胸囲線に合わきて瑶ぐ二

t.<r＼X'きる酎測環目を絞史し. 布a をli.し穴揚合・症似疹表面農閑図を埓ね。但し、胸囲

禄ヵヽり爛回緑にかTては倖表ii'^蒐 ? ttず疸直におろしrこいわゆ勧てヽ■'7み型の農開図で

ある。盧/吋teの確認は不絨布を用いて右半割こついて行い、椎欧船こ叩しrこ県付和締･肩

拷｡・柚く｀り線･胸囲籤、胴岡巌。合政を調べfこ、試為バめのゆヒリ｛として袖ぐりに廳

付謙囲のn,弘を加えrc, 測良万玖は^4lvtinが式に従打eが、劾巾細裸令損くrこめ、試昨し

忙キヅ７ゲ一丿を用吋こ。被蔵老は青年女子CIS･･2.1 :^り冲年女子昨夕～訂わ、葦耳女子
(6ﾀ~か才月随哺、合僻ﾉ釦るであり、寮験期fiflは昭和弱年５月～60年μlである。

結果　すべての釘測雄目の侍表実長を滴nすこの晨開国a、胴邨の形態の個伜差や加齢

にぶるf:化を表わ^ことがでさ. n曝原型のガイドラインと;なり暑るVl角灯こ。これ同
くための計測i*、痢鯛郵即戦B・綾罵秤瓦墳回であり、増さが､s実測娘を用いて刄隋別に

図尽し報告する・　　　　　　　　　　　　り　乎沢和今■■ 家政誌ヽ3/／軋l?SD.


